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の
育
成
を
高
校
生
の
頃
か
ら
実
施
す
る
意
義

を
改
め
て
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、今
回
、本

格
的
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
島
の
高
校
に
通
う

生
徒
六
人
（
二
二
年
の
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
の
中
か

ら
選
任
）
と
、離
島
高
校
出
身
の
大
正
大
学
生

三
人
の
計
九
人
で
実
行
委
員
会（
菊
地
琉りゅう
生せい
委

員
長
、大
正
大
学
四
年
）
を
組
織
。
彼
ら
が
中
心

と
な
っ
て
サ
ミ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、

広
報
な
ど
全
般
的
な
企
画
・
運
営
を
行
な
い

ま
し
た（
委
員
の
詳
細
は
カ
コ
ミ「
実
行
委
員
を
務

め
て
」
参
照
）。

実
行
委
員
会
で
は
、
四
月
か
ら
準
備
を
始

め
、
八
月
初
旬
に
は
東
京
に
あ
る
大
正
大
学

に
委
員
全
員
が
集
ま
り
、
親
睦
を
深
め
る
と

と
も
に
、サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
や
方
向
性
、当

日
ま
で
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
開
催
報
告

全
国
の
一
七
の
離
島
高
校
か
ら
五
〇
人
を
超
え
る
生
徒
が
参
加

高
校
生
・
大
学
生
に
よ
る 

実
行
委
員
会
が
企
画
・
運
営

本
財
団
で
は
、
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で

い
る
大
正
大
学
と
共
同
で
、「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３
（
以
下
、
サ
ミ
ッ

ト
）」
を
一
二
月
九
日
（
土
）・
一
〇
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
し
た
。
本
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国

の
離
島
の
高
校
生
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
持
つ
可
能
性
や
、
島
同
士

で
交
流
す
る
こ
と
の
意
味
、
価
値
な
ど
を
議

論
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
が
住
む
島
の
活

性
化
策
な
ど
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
地
域
創
生
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
参

加
者
間
の
絆
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
す
。
二
〇
二
二
年
一
二
月
に
試
行
的
に

実
施
し
、
将
来
の
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材

本
誌
編
集
部

ア イ ラ ン ダ ー

高校生サミット
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8月3日に行なった文部科学省での記者発表。サミットの概要について説明する菊地
琉生実行委員長。
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No.277季刊しま

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
土
交
通
省

や
各
種
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
訪
問
し
、
離
島
の

高
校
生
活
や
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
つ
い
て
自

分
た
ち
で
Ｐ
Ｒ
。
文
部
科
学
省
で
行
な
っ
た

記
者
発
表
に
は
、
新
聞
社
や
通
信
社
を
は
じ

め
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
会
見
の
模

様
は
多
く
の
媒
体
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
間
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
は
「
思
い
合

っ
て
、高
め
合
っ
て
、日
常
に
続
い
て
い
く
」。

こ
れ
に
は
「
い
ろ
い
ろ
な
島
の
高
校
生
が
つ

な
が
り
、
互
い
を
理
解
し
合
い
、
切
磋
琢
磨

す
る
こ
と
は
重
要
。
で
も
、
そ
れ
が
一
過
性

の
も
の
で
は
な
く
日
常
に
活
か
さ
れ
て
こ
そ

本
当
に
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
、
実
行
委
員

た
ち
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
試
行
的
に
実
施
し
た
前
回
の
サ
ミ

ッ
ト
が
一
日
の
み
の
開
催
だ
っ
た
の
に
対
し
、

今
回
は
二
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
日
だ
け
で
は
で
き
る
こ
と
に
限

り
が
あ
る
、
も
う
少
し
深
く
交
流
し
た
か
っ

た
と
い
う
実
行
委
員
の
意
見
を
反
映
し
た
も

の
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
参
加
者
の
募
集

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、土
曜
授
業
や
部
活
、模

試
が
あ
る
な
ど
関
心
が
あ
っ
て
も
両
日
の
都

合
が
つ
か
な
い
生
徒
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
、

協
議
の
上
、
ど
ち
ら
か
一
日
の
み
の
参
加
で

も
可
能
と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
北
海
道
礼
文
島
か
ら
沖
縄
県

石
垣
島
ま
で
全
国
か
ら
一
七
校（
上
表
参
照
）・

延
べ
五
一
人
の
高
校
生
た
ち
が
参
加
し
、
活

発
な
交
流
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

離
島
の
ツ
ア
ー
や
ゲ
ー
ム
を
提
案

サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
た
ち
は
、「
う
ず
う
ず
！

み
ん
な
の
島
に
遊
び
に
い
こ
う
や
！
」「
ど
き

ど
き
！　

離
島
満
喫
ラ
イ
フ
ゲ
ー
ム
づ
く

り
！
」「
わ
く
わ
く
！　
魅
力
や
課
題
で
新
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」
の
三
つ
の
題
材
の
な
か
か

ら
自
分
の
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
選
択
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
を
行
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
雑
談
も
交
え
な
が
ら
互
い
の

島
を
紹
介
し
た
り
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う

な
ど
参
加
者
同
士
の
友
好
を
深
め
る
内
容
。

二
日
目
は
、
一
日
目
に
出
た
意
見
や
発
想
を

成
果
物
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
と
り
ま
と

め
、
発
表
し
ま
し
た
。

「
み
ん
な
の
島
に
遊
び
に
い
こ
う
や
！
」
グ

ル
ー
プ
は
、
メ
ン
バ
ー
の
住
む
島
々
を
巡
る

観
光
ツ
ア
ー
を
企
画
。
景
観
、
食
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
、
宿
な
ど
各
島
の
魅
力
を
高
校
生

な
ら
で
は
の
視
点
で
調
べ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

島
か
ら
島
へ
移
動
す
る
最
適
な
手
段
や
ル
ー

アイランダー高校生サミット 2023

北
海
道
礼
文
高
校
、北
海
道
奥
尻
高
校
◎
、東
京
都

立
大
島
高
校
、東
京
都
立
八
丈
高
校
、神
奈
川
県
立

横
浜
国
際
高
校
※
、新
潟
県
立
佐
渡
高
校
、広
島
県

立
広
島
叡
智
学
園
高
校
、広
島
県
立
大
崎
海
星
高

校
◎
、島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校
◎
、愛
媛
県
立
松

山
北
高
校
中
島
分
校
、長
崎
県
立
壱
岐
高
校
、長
崎

県
立
五
島
海
陽
高
校
、長
崎
県
立
奈
留
高
校
、屋
久

島
お
お
ぞ
ら
高
校
（
通
信
制
）
、沖
縄
県
立
泊
高
校

（
通
信
制
課
程
）◎
、沖
縄
県
立
宮
古
高
校
、沖
縄
県
立

八
重
山
高
校
◎

◎
実
行
委
員
の
い
る
高
校　

※
離
島
の
高
校
で
は
な
い
が
特
別
参
加

参
加
高
校
一
覧
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ト
を
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
島
で
課
題
と
な

っ
て
い
る
海
ゴ
ミ
を
回
収
し
な
が
ら
各
島
を

ま
わ
る
「
島
巡
り
×
海
岸
清
掃
ツ
ア
ー
」
を

提
案
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
参
加
者
た
ち

か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

「
離
島
満
喫
ラ
イ
フ
ゲ
ー
ム
づ
く
り
！
」
グ

ル
ー
プ
は
、
島
の
日
常
生
活
あ
る
あ
る

0

0

0

0

や
島

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
人
生
ゲ
ー

ム
（
す
ご
ろ
く
）
を
作
成
。「
近
隣
の
人
か
ら

魚
を
も
ら
っ
た 

２
マ
ス
進
む
」
や
「
頼
ん
だ

荷
物
よ
り
高
い
送
料 

１
回
休
み
」な
ど
の
離

島
に
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
誰
も
が
共

感
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
発
表
を
聞

い
た
参
加
者
た
ち
か
ら
は
「
こ
れ
は
面
白

い
！　
販
売
し
た
ら
買
う
」「
ぜ
ひ
商
品
化
し

て
ほ
し
い
！
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

「
魅
力
や
課
題
で
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」
グ

ル
ー
プ
は
、
離
島
の
人
口
が
著
し
く
減
少
し

て
い
る
と
い
う
課
題
の
解
決
策
を
模
索
。
島

の
魅
力
を
再
確
認
し
、
そ
れ
を
島
外
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
で
、
住
民
の
地
域
に
対
す
る

誇
り
と
愛
着
を
強
固
に
し
、
島
外
か
ら
の
移

住
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
現
在
、

島
外
で
暮
ら
す
島
の
出
身
者
に
「
離
れ
て
み

て
改
め
て
実
感
し
た
島
の
魅
力
」
を
聞
き
取

島の課題解決とレジャーを組み合わせた「島巡り×海岸清掃ツアー」の
発表。

マスのイベントにこだわった「離島満喫ライフゲーム」。

島外に住む出身者からみた島の魅力を
掲載する冊子『わたしたちの愛LAND～
離れて気づいた島の魅力～』のイメージ。
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No.277季刊しま

り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
『
わ
た
し
た
ち
の

愛
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
～
離
れ
て
気
づ
い
た
島
の
魅
力

～
』
と
い
う
冊
子
の
制
作
と
島
に
住
む
人
た

ち
へ
の
配
布
を
提
案
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
取
材

の
仕
方
や
、
制
作
予
算
を
募
る
方
法
な
ど
具

体
的
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
も
開
催
予
定

サ
ミ
ッ
ト
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
、
菊
地
委

員
長
は
「
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
四
月

か
ら
準
備
を
は
じ
め
、
夜
遅
く
ま
で
会
議
を

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。参
加
者
同
士
が『
思

い
合
っ
て
、
高
め
合
』
い
な
が
ら
、
サ
ミ
ッ

ト
が
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
や
高
校
生
た
ち
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
、
感
謝
の
言
葉
を

口
に
し
ま
し
た
。

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
ま
れ
育
っ

た
島
に
対
す
る
想
い
を
育
み
、
将
来
の
島
づ

く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
に
向
け
、
二
〇
二

四
年
度
も
大
正
大
学
と
共
同
で
サ
ミ
ッ
ト
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
開
催

時
期
は
一
二
月
中
旬
も
し
く
は
一
月
中
旬
の

日
曜
日
で
、
今
回
と
同
様
に
同
大
学
生
と
離

島
の
高
校
生
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

学
生
・
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
サ
ミ
ッ
ト
の

企
画
・
運
営
を
行
な
う
計
画
で
す
。
詳
細
は

適
時
、
主
催
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
サ
ミ
ッ
ト
に

関
心
の
あ
る
離
島
の
高
校
生
、
親
御
様
、
教

育
関
係
者
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
・
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
財
団
で
は
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の

模
様
を
映
像
に
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
※
）
か
ら
視
聴
可
能
な
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

（
森
田
）

北海道から沖縄県ま
で17の離島の高校か
ら延べ51人の参加が
あった。
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ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
に
関
す
る

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）日
本
離
島
セ
ン
タ
ー

０
３-

３
５
９
１-

１
１
５
１（
森
田
）

※


